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多機関連携型水害タイムラインを
有効活用するための留意点について



タイムラインの留意点

■タイムラインとは？
タイムラインとは、災害の発生を前提に、防災に係わる関係機関が連携して災害
時に発生する状況をあらかじめ共有した上で、「いつ」 「誰が」 「何をするか」に着目
して、防災行動とその実施主体を時系列で整理した計画をいう。

■タイムラインの効果

• 災害対応の抜け、漏れ、落ちがなくなる。
• 「先を見越した早め早めの対応」が可能となり減災が実現できる。
• 関係機関の「相互の役割分担」が明確になる。
• 関係機関との協働作業で「顔の見える関係」を構築できる。
• 関係機関の「対応のバラツキ」が改善される。

■重要な留意点
（１）タイムラインを運用するのは参加機関の皆さんです。

実戦で使えるものにするため、意見を出し合って改善していくことが重要です。
（２）課題はあって当然です！課題が見つかったことを前向きに捉えて、

次に繋げるように取り組む姿勢が重要です。

 水害タイムラインは、策定しただけでは効果的な運用は期待できない。
 水害タイムラインは、不断の見直しをしつづけて初めて生きるシステムである。
 毎年振り返りを行い、課題をみつけて改善することが最も重要である。



多機関連携型水害タイムラインの改善の流れ

タイムライン
作成・確認
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タイムライン
習熟訓練・災害対応
Ｄ

出水対応の
振り返り
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タイムラインの
更新

Ａ

アンケート調査の実施
（令和2年9月25日～10月2日）

①タイムライン簡易版の作成
②江の川水害タイムラインポータル
サイト（案）の作成
（令和３年５月３１日）

タイムラインは、PDCAによりスパイラルアップしていくことが重要

使えるものにするため
課題や意見を集める

令和２年７月豪雨

タイムラインの変更（令和３年７月）今回の検討会の
実施内容



効果的に使えるものにした工夫事例（その１）

★クイックスタートガイドの作成

A3ラミネート加工ですぐに取り出せて見やすい



効果的に使えるものにした工夫事例（その２）

★水害タイムライン運用マニュアルの作成


